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添付資料： CAの方法論に含まれる基本ツール - Basic Tools included in the Methodology of Capacity Assessment

1. はじめに - Introduction

1.2 方法論の流れ - Flow of the Methodology
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1.1 方法論の全体像と各基本ツールの内容 
　　　　- Overall Picture of the Methodology and Assessment Tools

目的A： 都市水道セクター全般の把握

対象水道事業体のキャパシティの概要
を迅速に把握し、その事業体に対するプ
ログラムの形成、適切なプロジェクト形
態の決定、援助が必要な分野や目標の
初期検討等を行う。

国内水道事業体の状況を認識し、援助
の対象とする水道事業体の選択や省
庁・規制機関等への政策・制度支援が
必要かの見極めを行う。

基③:　水道事業体の一般情報記入
フォーム - Utility General Form (UGF): 
水道事業体の形態、責任範囲、給水対
象地域等について把握する。

基⑤:　水道事業体用詳細チェックリスト 
- Utility Detailed Checklist (UDC):　
PDMのプロジェクト目標や成果等の設
定のために援助する分野を特定する。
また、設定された各成果の達成度等を
評価するために定性的な指標の選定等
を行う。

基①:　業務指標のリスト - List of 
Performance Indicators (LPI) : 途上国
の国内の各水道事業体の主要な業務
指標（PIs）を比較（メトリック・ベンチマー
キング）することで、国内の水道事業の
状況把握や援助対象とする水道事業体
の選択等を行う。（部分使用: 1st のみ、
もしくは1st-2nd）

 援助の段階
段階1：　都市水道セクターに対する

プログラムの戦略的形成段階

CD型援助(技術協力、有償の技術支援
及び無償のソフトコンポーネント)のプロ
ジェクトデザインの初案作成及びレ
ビューとプロジェクト評価の実施、さら
に、CD型及び施設投資型(有償もしくは
無償資金協力の施設投資本体部)の援
助の事後モニタリング及び評価を行う。

段階2：　特定の水道事業体に対する
プロジェクトの形成・計画・実施・評価段階

アセスメントの
目的

 目的C： 対象水道事業体の詳細把握目的B： 対象水道事業体の概要把握

補助ツール
(折った模造紙
と特大付箋  / 

参加型）
補Ｂ:　キャパシティ・脆弱性分析 - 
Capacity Vulnerability Analysis (CVA)：　
効果的なCDに必要なコア・キャパシティ
(マネジメント力)の分析する。

2. BTs 2.1 LPI

基②:　セクター用チェックリスト - Sector 
Checklist (SC): 省庁、規制機関などを
対象に政策・制度の整備状況や規制の
実施状況等を把握する。

優先度の含ま
れる指標及び

質問の数

想定される利用者
（使用者別に想定する

質問の優先度）

基④:　水道事業体用基本チェックリスト 
- Utility Basic Checklist (UBC): 対象水
道事業体のキャパシティの概要を把握
し、適切な援助プロジェクトのスキーム
選択や援助が必要となる分野の初期検
討を行う。

Excelのシート名
(ハイパーリンク付き)

補Ａ:　環境スキャン - Environmental 
Scan　(ES):　対象水道事業体への援助
における外部要因(該当セクターの政策
や制度の策定状況等)の分析と内部化
のための検討を行う。

補Ａ:　環境スキャン - Environmental 
Scan　(ES):　水道事業体が解決すべき
課題と、政府レベルでの政策・制度の改
善等により対処すべき課題を見極める。

1.3  この添付資料（Excelファイル）の構成と各シートの想定される利用者 
       - Structure of this Excel File and Assumed Users of Each Worksheet

基①:　業務指標のリスト - List of 
Performance Indicators (LPI):　
特定の水道事業体のモニタリング（プロ
セス・ペンチマーキング）に使用できる業
務指標を選択し、PDM等に取り込むこと
で定量的な指標に基づいてプロジェクト
の評価及び改善を行う。（全体使用: 1st 
- 3rd）

2.2 SC

（2） 補助図表 - Supporting Figures and Table

（3） 結果グラフの自動作成 
  - Ａｕｔｏ Preparation of Result Graph

2.2　基本ツール②: セクター用チェックリスト 
　　  - Basic Tool ②: Sector Checklist (SC)

2.3 UGF

基本ツール
(MS Excel /　

資料収集
とインタビュー)

1.  はじめに　- Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ

2.6 日本語での財務指標の説明
     - Explanation on Financial Indicators in Japanese

2. 基本ツール①～⑤と補足図表　
  - Basic Tool ①～⑤ and Supporting Figures and Tables

2.5  基本ツール⑤: 水道事業体用詳細チェックリスト 
      - Basic Tool ⑤: Utility Detailed Checklist (UDC)

2.3　基本ツール③: 水道事業体の一般情報記入フォーム 
      - Basic Tool ③: Utility General Form (UGF)

2.4　基本ツール④: 水道事業体用基本チェックリスト 
     - Basic Tool ④: Utility Basic Checklist (UBC)

2.1　基本ツール①: 水道事業体の業務指標リスト 
　  　- Basic Tool ①: List of Performance Indicators (LPI)

添付資料の目次

ＪＩＣＡ職員＆コンサルタン
ト＆日本の水道事業体等

1st: 35,
2nd: 49

3.2 MN

2.6 JP Expl. on Fis

2.5 UDC (1) Main

1. Intro -

(3) Result
-

2.4 UBC (1) Main

3.2 基本ツールのメンテナンス方法 
     - Maintenance of the Tools1.

3. Imp. 3.1 FB

(2) Select&Highlight

(3) JP Categ.

3. アセスメントツールの改善 
    - Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔ ｏｆ　the Assessment Tools

（1） 本体部分 - Main Part

(2) 質問の自動選択・着色機能 
  - Auto Selection & Highlighting of Related Questions

3.1 フィードバックのためのアンケート用紙
     - Questionnaire for  Feedback

-

コンサルタント
 (2nd-4th)

1st: 8, 
2nd: 10,
3rd: 20

ＪＩＣＡ職員(1st)
＆

コンサルタント(2nd)

ＪＩＣＡ職員
(1st)
＆

日本の水道事業体等
(1st)

ＪＩＣＡ職員(1st)
＆

コンサルタント(1st-3rd)

-

(2) Support

1.4　JICA職員による実施を想定しているアセス
メント例と使用ツール - Examples of Selecting 
Basic Tools for JICA Officials in Each Case of 
Assessment

（1） 本体部分 - Main Part

ＪＩＣＡ職員
＆

コンサルタント
＆

日本の水道事業体等

1st: 12, 
2nd: 11

1st: 26

2nd: 42, 3rd: 
76, 4th: 75 
(Total 193)

（3）カテゴリー名の和訳変換表 
  - Translation Table for the Category Names

説明：　　　　　は、アセスメントの流れであり、ケース別に４つの出発点を想定した。都市水道セクターの把握を目的とする場合には、「出発点
１：プログラムを戦略的に形成する場合」と「出発点２：政策・制度の整備支援プロジェクトのみを行う場合」があり、特定の都市水道事業体を対
象とする時は、「出発点３：新規プロジェクトの形成から行う場合」と「出発点４：既存プロジェクトを進めるもしくは改善する場合」がある。
ただし、出発点４から始める場合には、基本ツール③及び④に含まれるような概要把握のための質問項目の内、特に当該プロジェクトの重点分野
に関する項目については、既にある程度明らかになっていることを前提とする。

基本ツール②：
セクター用

チェックリスト
(SC)

基本ツール①： 
業務指標のリスト

 (LPI)

基本ツール①： 
業務指標の
リスト (LPI)

基本ツール ⑤： 
水道事業体用

詳細チェックリスト 
(UDC)

目的A: 

水道セクター全般の把握

目的C: 
対象水道事業体の詳細把握

目的B: 対象水道
事業体の概要把握

補助ツールA： 
環境スキャン 

(ES)

段階１: 都市水道セクターに対する

プログラムの戦略的形成段階
段階２: 特定の水道事業体に対する

プロジェクトの形成・計画・実施・評価段階

基本ツール③：　
一般情報記入
フォーム (UGF)

基本ツール ④： 
水道事業体用

基本チェックリスト 
(UBC)

出発点１

出発点２

出発
点３

出発点４

補助ツールA： 
環境スキャン (ES)

補助ツールB：
キャパシティ・脆弱性分析

( )

  ハンドブックを事前に読む時間がなく、できるだけ短期間で現地調査を行いたい場合の手順の例 

1) 下記の1.1と1.2の図表を参考に、使用する基本ツールを選択する　(ＪＩＣＡ職員の場合には、1.4の図から使用する基本ツールの選択も可能)。1.3で使用する基本ツールに関連するＥｘｃｅｌシートの構成(ツールごとに色が決まっている)や含まれる指標や質問の数等を確認する。
2) 基本ツール①を迅速に複数の水道事業体を比較するために用いる場合には、ツールのＰｒｉｏｒｉｔｙのオートフィルターで1stの指標のみを選択し、IBNET等からそれらの指標の値を収集して、現地でのディスカッションに備える。
3) 基本ツール②及び③を迅速に用いる場合には、ツールのＰｒｉｏｒｉｔｙのオートフィルターで1stの質問のみを選択した状態で、ツールのExcelシートを事前に先方に送信し、ある程度回答を準備してもらい、現地調査で確認作業を行う。
4) 基本ツール④を迅速に用いる場合には、関連する３つのシートを事前に先方に送信し、ある程度回答を準備してもらい、現地調査で確認作業を行う。 
5) 基本ツール⑤を用いる場合には、使用する質問を(1)本体部のProject_typeとPriorityのオートフィルターと(2)質問選択・着色機能(日本語表示可)を用いて選択した状態で、関連する３つのシートを事前に先方に送信し、ある程度回答を準備してもらい、現地調査で確認作業を行う。

基本ツール及び質問事項を選択して、先方に関連シート送信する場合、一部の日本語表記部分が文字化けす
ること、及びオートフィルター等の設定を変更しないように連絡する必要がある。

このシートで、各基本ツール①、②、④及び
⑤の指標・質問項目のカテゴリー構造を日
本語で確認することも可能。

④　水道事業体用基本チェッ
クリスト

②　セクター用チェックリスト

①　水道事業体の業務指標リスト
プ
ロ
グ
ラ
ム
形
成
の
た
め
の
調
査

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

形
成
の
た
め
の

調
査

省庁や規制機
関等を主な対
象としたプログ
ラム形成の例

省庁・規制機関と水道事業体を
対象としたプログラム形成の例

複数の水道事業体を対象
としたプログラム形成の
例

特定水道事業体を対
象としたプログラム形
成の例

②　セクター用
チェックリスト

セクター調査の例

③　水道事業体の一般情報記入
フォーム

①　水道事業体の業務指標リスト

水道法制度やセク
ター改革のための
技術協力の例

水道事業体の能力強化のための技
術協力の例

水道施設建設のための資金
協力の例

②　セクター用
チェックリスト

②　セクター用チェックリスト

④　水道事業体用基本チェックリ
スト

①　水道事業体の業務指
標リスト

③　水道事業体の一
般情報記入フォーム

④　水道事業体用基
本チェックリスト

③　水道事業体の一般情
報記入フォーム
④　水道事業体用基本
チェックリスト

③　水道事業体の一般情報記入
フォーム
④　水道事業体用基本チェックリス
ト

③　水道事業体の一般情報
記入フォーム
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